




特発性乳児高カルシウム血症の原因は不明である。本症では Caの吸収が異常に亢進してい

るにもかがわらず,血清 Pは正常で,乳幼児期の持続的な高 Ca 血症が認められ,この時期を

過ぎると血値は正常になると言われた。本症には知能発育障害,特有の顔付き,心血管系異

常を伴う severe type と症状の軽い mild typeの存在が知られている。この 2例の特発性

高 Ca 血症児について,Ca の吸収能や生体内での Vit.D 代謝について研究した。 


